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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 7,742 △57.1 △2,102 ― △1,953 ― △1,271 ―
25年3月期第3四半期 18,041 △29.1 590 △83.5 791 △78.1 721 △67.7

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 177百万円 （△77.2％） 25年3月期第3四半期 778百万円 （△54.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 △18.47 ―
25年3月期第3四半期 10.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 47,866 35,285 73.7 512.51
25年3月期 44,900 35,452 79.0 514.92
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 35,285百万円 25年3月期 35,452百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 5.00 5.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 △37.2 △3,800 ― △3,700 ― △2,200 ― △31.95



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、３ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項」の「(３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務 
諸表に対する四半期レビュー手続については実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．（３）連結業 
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 69,083,597 株 25年3月期 69,083,597 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 235,600 株 25年3月期 232,534 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 68,849,586 株 25年3月期3Q 68,852,808 株
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当第３四半期連結累計期間の当社グループ(当社及び連結子会社)における業績は、売上高が77億４千

２百万円(前第３四半期連結累計期間売上高180億４千１百万円)と前年同期に比べ102億９千９百万円の

減収となり、営業損失は21億２百万円(前第３四半期連結累計期間営業利益５億９千万円)となりまし

た。また、経常損失は19億５千３百万円(前第３四半期連結累計期間経常利益７億９千１百万円)とな

り、四半期純損失は12億７千１百万円(前第３四半期連結累計期間四半期純利益７億２千１百万円)とな

りました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①鉄道車両関連事業 

国内向車両の西日本旅客鉄道株式会社向521系近郊形電車や大阪市交通局向30000系電車等によ

り、売上高は71億６千５百万円(前第３四半期連結累計期間売上高174億６千２百万円)となり、営

業損失は17億９千８百万円(前第３四半期連結累計期間営業利益９億３千万円)となりました。 

②不動産賃貸事業 

東大阪商業施設及び所沢商業施設を中心に売上高は５億７千８百万円(前第３四半期連結累計期

間売上高５億８千万円)となり、営業利益は４億９千３百万円(前第３四半期連結累計期間営業利益

４億９千２百万円)となりました。 

  

 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は478億６千６百万円(前連結会計年度末449億円)と29億６

千６百万円の増加となりました。流動資産は主に仕掛品の増加により、323億３千７百万円(前連結会

計年度末313億１千６百万円)と10億２千万円の増加となりました。固定資産は、155億２千９百万円

(前連結会計年度末135億８千４百万円)と19億４千５百万円の増加となりました。 

(負債) 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は125億８千１百万円(前連結会計年度末94億４千７百万円)

と31億３千３百万円の増加となりました。流動負債は主に前受金の増加により、96億１千３百万円(前

連結会計年度末65億２千８百万円)と30億８千５百万円の増加となりました。固定負債は29億６千８百

万円(前連結会計年度末29億１千９百万円)と４千８百万円の増加となりました。 

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は352億８千５百万円(前連結会計年度末354億５千２百万

円)と１億６千７百万円の減少となりました。その主な要因は四半期純損失の計上等によるものです。

  

平成25年11月７日発表の「決算短信」に記載致しました通期の連結業績予想に変更はありません。

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結子会社は一部の建物を除いて定率

法を採用し、在外連結子会社は定額法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、当社及

び国内連結子会社においても定額法に変更致しました。 

この変更は、在外連結子会社が米国にて自社工場を建設することを決議したことにより、今後海外の

現地生産の割合の増加が見込まれますが、当社と同様の鉄道車両関連事業において異なる会計処理方法

となるため、今般有形固定資産の使用実態を見直した結果、既存設備は安定的に使用されており、今後

も安定的な使用が見込まれることから、定額法に会計処理を統一する事がより合理的であると判断した

ため行ったものであります。 

この変更により、従来の方法と比べて、当第３四半期連結累計期間の減価償却費が124百万円減少

し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が67百万円減少しております。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,748 17,223

受取手形及び売掛金 2,553 2,646

有価証券 － 1,500

仕掛品 3,939 9,133

原材料及び貯蔵品 412 515

その他 1,666 1,321

貸倒引当金 △3 △4

流動資産合計 31,316 32,337

固定資産   

有形固定資産 7,063 7,619

無形固定資産 91 104

投資その他の資産   

投資有価証券 5,690 6,299

その他 793 1,565

貸倒引当金 △55 △60

投資その他の資産合計 6,428 7,805

固定資産合計 13,584 15,529

資産合計 44,900 47,866

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,572 2,112

未払法人税等 71 9

賞与引当金 305 117

製品保証引当金 460 244

受注損失引当金 764 820

その他 3,353 6,309

流動負債合計 6,528 9,613

固定負債   

退職給付引当金 1,500 1,620

その他 1,419 1,347

固定負債合計 2,919 2,968

負債合計 9,447 12,581
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,252 5,252

資本剰余金 3,124 3,124

利益剰余金 27,393 25,777

自己株式 △95 △96

株主資本合計 35,675 34,058

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,261 1,654

繰延ヘッジ損益 2 7

為替換算調整勘定 △1,486 △435

その他の包括利益累計額合計 △222 1,226

純資産合計 35,452 35,285

負債純資産合計 44,900 47,866
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 18,041 7,742

売上原価 14,950 7,628

売上総利益 3,091 113

販売費及び一般管理費 2,501 2,216

営業利益又は営業損失（△） 590 △2,102

営業外収益   

受取利息 28 18

受取配当金 97 102

為替差益 75 72

雑収入 31 28

営業外収益合計 232 221

営業外費用   

支払利息 1 0

固定資産除却損 23 28

固定資産撤去費 4 37

雑支出 1 5

営業外費用合計 31 72

経常利益又は経常損失（△） 791 △1,953

特別利益   

投資有価証券売却益 270 －

特別利益合計 270 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,061 △1,953

法人税、住民税及び事業税 492 5

法人税等還付税額 － △16

法人税等調整額 △153 △670

法人税等合計 339 △682

四半期純利益又は四半期純損失（△） 721 △1,271
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 721 △1,271

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 80 393

繰延ヘッジ損益 △14 4

為替換算調整勘定 △10 1,050

その他の包括利益合計 56 1,448

四半期包括利益 778 177

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 778 177
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント利益の調整額△833百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△833百万円であり、

全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２ 地域に関する情報 

売上高 

(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 北米…………アメリカ合衆国 

 (2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国 

 (3) アジア………中華人民共和国(香港) 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

 

報告セグメント
調整額 
(注)１ 
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 
(百万円)

鉄道車両 
関連事業 
(百万円)

不動産 
賃貸事業 
(百万円)

計 
(百万円)

売上高          

  外部顧客への売上高 17,462 578 18,041 ― 18,041

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― 1 1 △1 ―

計 17,462 580 18,043 △1 18,041

セグメント利益 930 492 1,423 △833 590
 

日本(百万円) 北米(百万円) アフリカ(百万円) アジア(百万円) 計(百万円)

9,735 1,357 6,858 90 18,041
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△797百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△797百万円

であり、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

３ 会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、従来、当社及び国内連結子

会社は一部の建物を除いて定率法を採用し、在外連結子会社は定額法を採用しておりましたが、第１四半期

連結会計期間より当社及び国内連結子会社においても定額法に変更致しました。この変更により従来の方法

と比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が「不動産賃貸事業」で２百万円増加し、セグメン

ト損失が「鉄道車両関連事業」で58百万円減少しております。  

２ 地域に関する情報 

売上高 

(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 北米…………アメリカ合衆国 

 (2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国 

 (3) アジア………中華人民共和国(香港)、アラブ首長国連邦 

  

 

報告セグメント
調整額 
(注)１ 
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 
(百万円)

鉄道車両 
関連事業 
(百万円)

不動産 
賃貸事業 
(百万円)

計 
(百万円)

売上高          

  外部顧客への売上高 7,165 576 7,742 ― 7,742

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― 1 1 △1 ―

計 7,165 578 7,743 △1 7,742

セグメント利益又は損失（△） △1,798 493 △1,305 △797 △2,102
 

日本(百万円) 北米(百万円) アフリカ(百万円) アジア(百万円) 計(百万円)

5,328 1,831 414 168 7,742
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① 生産実績 

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

② 受注実績 

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
③ 販売実績 

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

   ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

以上

４．補足情報

生産、受注及び販売の状況

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 12,968 103.8

合計 12,968 103.8
 

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

鉄道車両関連事業 53,209 127.2 93,905 213.0

合計 53,209 127.2 93,905 213.0
 

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 7,165 41.0

不動産賃貸事業 576 99.7

合計 7,742 42.9
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